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●ひろしま福島県人会の「あゆみ」完成 
平成３１年（令和元年）４月に２５年記念事業として提案され編集委員会の発足（委員長 島田

兵二）、皆様からの原稿募集、関係者への原稿依頼、関係資料の収集、思い出の写真収集、編集作

業と進めてきました「ひろしま福島県人会のあゆみ」がようやく完成しました。当初令和２年１月

を発刊目標としてきましたが編集作業の遅れから４月の発刊に見直され、さらに新型コロナウェル

スの影響で作業が一時中断となりました。広島市の施設ひと・まちプラザでの８月２日の印刷作業、

８月２３日の製本作業経て完成となります。東日本大震災では大勢の方々に支援をいただきました

ゆえに手作り作業で経費削減を目標に努めてきましたので県人会の現在の“力”が試されるものと

考えております。 

表紙には会津磐梯山と青い空をバックに、たわわに実る稲穂に福島県を代表する食べ物、民芸品

や名所などを配置しました。現在の自分を育ててくれた父母への感謝と、兄弟姉妹と過ごした日々、

同級生や近所の方々のことが思い出されることを願っております。今年は新型コロナウィルスの影

響で帰郷を断念する方が多いと思います。どうぞ「あゆみ」で故郷の香りを嗅いでください。「ひ

ろしま福島県人会のあゆみ」は県庁をはじめとする福島県の関係者、東北地方の県人会、福山・福

岡の県人会、東日本大震災支援で福島支援をしていただいた方々、ひろしま福島県人会ＯＢ・０Ｇ

の方々に贈呈することにしております。 

 

 

 

＜「県人会のあゆみ」完成を前に＞ 

「県人会のあゆみ」は、“手作りで記念誌を”を合い

言葉に、集まった原稿を前事務局長の渡辺博徳さんに送

り、パソコン入力していただきました。表あり、写真あ

り、紙面制約ありで、編集作業は大変だったと思います。

完成した印刷原稿を有志６人でひと・まちプラザのモノ

クロ、フルカラー印刷機を使い約 11000 枚の印刷を行

いました。出来上がった印刷物は、一旦松本武久さんの

自宅で保管いただき、日を改めて 150 冊に組み、糊づけ

製本、製本テープ貼りを行い完成に漕ぎつけました。所

要経費は約 10 万円で、当県人会の財源から支出してい

ただきました。その意味からも皆様には時間をかけて

隅々まで目を通していただきたいと思います。（島田兵

二記す） 

 

 

 

 

 

 



●納涼会・芋煮会は中止 
今年の納涼会（ビアガーデン）と芋煮会（１０月）は中止となりました。 

 

●駅伝ふるさと広場は中止 
７／３１付にて駅伝事務局より通知がありましたのでお知らせします。（全文を下に掲載します） 

（概要）「今大会は新形コロナウィルス感染拡大防止の観点から、式典（開会式）と大会当日の会

場イベント（駅伝ふるさとひろば、ふるさとキャラクター応援団、小学生応援のぼり）を中止する

ことを決定しました。沿道での応援も控えていただくよう事前広報をさせていただく予定です 

今後の駅伝対応については駅伝事務局の企画提案を参考に役員会で協議しお知らせします                     

 

●事務局が変更になりました 
事務局長・・・荒井 修（あらい おさむ） 
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